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本研究は、認知症高齢者を主語とした問いを掲げ、臨床ナラティヴアプローチの観点から
認知症高齢者との会話をとらえなおし、これまであまり注目されてこなかった、会話におけ
る認知症高齢者の主体としての＜わたし＞にアプローチしようとするものである。 
全体は四部、７章からなる。第一部第１章では、本研究の検討課題を示し、臨床ナラティ

ヴアプローチにおける本研究の位置づけを明らかにした。その上で、臨床ナラティヴアプロ
ーチの観点から認知症高齢者との会話を多層的にとらえなおし、認知症高齢者との会話の
実践とその可能性について、認知症高齢者本人の観点から新たな仮説を生成するという本
研究の目的を提示した。 
第二部は、第２章と第３章から構成される。第２章では、認知症高齢者への心理療法及

び精神病理学的アプローチを批判的に検討し、臨床ナラティヴアプローチの視点を示し
た。それにより、発話の宛先が不確かな「偽会話様発話」からなる認知症高齢者同士の
偽会話、また偽会話によって構成される「なじみの関係」においても、臨床ナラティヴ
アプローチの視点を用いることで認知症高齢者の主体にアプローチできる可能性が示
された。またその際には認知症高齢者との会話を多層的にとらえる必要があり、森岡
（2020）のナラティヴの一次過程と二次過程の概念を用い、会話のどこに焦点を当て、
どのように記述するかという検討を行った。その上で、認知症高齢者との会話の可能性
を広げるために社会詩学の観点を導入した。 
第３章では、筆者が用いた方法について、続く第４章～第６章の各章に共通するデータ

の収集方法と分析方法を示した。認知症を有するＡさんとの出会いから始まった実践が研
究に至った経緯、実践者であり研究者でもある筆者の葛藤など、実践の背景や筆者の感覚・
感情もデータであると考え、可能な限り透明性を確保した記述を試みた。データの分析方法
として、主に第４章～第６章の各章で共通している点を示した。その上で、ナラティヴアプ
ローチにおける事例研究の概要を示し、本研究を質的改善研究と位置づけた。 
 第三部は第４章、第５章、第６章から構成される。第４章では、会話の実践における A さ
んの発話内容から、「なじみの関係」が構成される全 21 回の会話の実践のプロセスを辿り、



認知症高齢者からみた「なじみの関係」について検討を行った。その結果、認知症高齢者は、
私たちが通常想定している流れとは異なる関係性の深化プロセスを有している可能性を示
す「認知症高齢者のなじみの有無と関係性の種別モデル」が生成された。 
 第５章では、認知症を有する A さん・B さんとの会話の実践において得られた会話にお
ける発話連鎖を辿り、会話分析を参考にした発話連鎖の分析を行った。その結果、「なじみ
の関係」において重要なのは、「なじみの関係」を深化し得る可変的なものととらえ、その
関係性を維持するための努力を続けていくことであると考えられた。また会話を続けてい
くためには、認知症高齢者の発話を一次過程のナラティヴを含むものとしてとらえ、彼らの
言葉と枠組みを用い、「適度な差異」を生じさせる文脈を構成していくことが有用であると
考えられた。 
続く第６章では、認知症を有する A さんとの会話において主体としての＜わたし＞が生

成されるプロセスを辿り、「私があなたに」という枠組みの提示があいまいな「偽会話様発
話」の宛先と、その機能について考察した。その結果、A さんの＜わたし＞は、「わからな
さ」の提示を差異と受けとることによって生じていること、＜わたし＞が生じた後に A さ
んの自己語りが生じていることが示された。「偽会話様発話」は、Vygotskyの内言理論と同
様に他者にも自己にも向けられ、内言と等しい機能を有しており、＜わたし＞の生成が生じ
るプロセスの過渡期に生じる可能性があると考えられた。この仮説によって、「偽会話様発
話」であっても、その発話に発話を連鎖させていくことで、認知症高齢者とより豊かな会話
を構成できる可能性があると考えられた。  
 第四部第 7章では、４つの観点から総合考察を行った。1）認知症高齢者本人の視点に
基づく「認知症高齢者のなじみの有無と関係性の種別モデル」の意義とその可能性につい
て考察を行った。2）認知症高齢者の＜わたし＞が生成されるプロセスと、他者との関り
から主体としての自己が生じる子どもの発達のプロセスとの接点について考察を行った。
3）「無知」のアプローチを始めとする臨床ナラティヴアプローチの基本姿勢について、
「わからなさ」を提示することの意義を通し考察を行った。4）試行錯誤を重ねてきた実
践を研究しようとした本研究の方法と臨床ナラティヴアプローチの可能性について検討し
た。 
以上の考察を通し、本研究で生成されたモデル及び仮説が認知症高齢者の主体を見出し、

人間的な相互作用を維持していく上で有用となり得るという結論が導かれた。また本研究
は臨床ナラティヴアプローチの観点と道筋を用い、実践の理論化に取り組んできた。上記の
ような成果が得られたことで、実践を理論化する方法としての臨床ナラティヴアプローチ
の可能性が示された。ただし、本研究で得られた結論は臨床ナラティヴアプローチに基づく
ものであり、特定の文脈における認知症高齢者との会話に限定されるものである。したがっ
て類似した文脈における新たな臨床事例の経験において、継承・変更・改良されていく必要
がある。またナラティヴの一次過程の記述方法についてもさらなる検討が必要とされる。 
 


